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「
わ
が
子
が
予
防
接
種
を

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、

親
に
と
っ
て
は
切
実
な
問
題
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
療
活
動
は
、

紛
争
の
当
事
者
双
方
に
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
が
和
平
の
第
一
歩
に
な

る
」

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
）
の

苛
波
茂
代
表
は
、
こ
う
力
説

す
る
。
四
冊
目
の
著
書
、
「
医

療
和
平
」
は
、
人
道
援
助
の

新
し
い
在
り
方
を
打
ち
出
し

た
。

　
一
九
九
九
年
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

二
十
年
以
上
内
戦
が
続
い
た
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
和
平
に
動
い

た
。
当
時
、
政
権
に
就
い
て
い

た
タ
リ
バ
ン
と
、
対
立
す
る
マ

ス
ー
ド
派
（
北
部
同
盟
）
、
両

医
療
協
力
を
そ
れ
ぞ
れ
と
調
れ
て
い
る
。

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
付
い
て
回
る
」
と
話
す
。
現
在
、

者
の
保
健
医
療
担
当
者
を
日
本
　
（
非
政
府
組
織
）
に
よ
る
国
際
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
世
怨
干
支
部
、

へ
招
き
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
貢
献
の
新
し
い
可
能
性
を
示
し
総
勢
約
八
百
人
の
ス
タ
ッ
フ
を

置
、
子
供
の
予
防
接
種
の
優
先
た
。
本
書
に
は
、
和
平
実
現
に
抱
え
る
。
多
い
年
は
十
回
以
上
、

的
実
施
な
ど
五
項
目
か
ら
な
る
向
け
た
経
緯
が
克
明
に
つ
づ
ら
緊
急
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行

ﾌﾞkX ゝ べ

　すがなみ・しげる　1946年広島県神辺町

生まれ。岡山大卒。著書に「ＡＭＤＡの提

言」（山陽新聞社刊）など。

人道援助の新しい在り方示す
う
。

　
九
四
年
、
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救

援
活
動
で
は
、
救
援
チ
ー
ム

が
借
り
て
い
た
車
が
た
ま
た

ま
盗
難
車
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

難
民
の
中
に
い
た
元
の
持
ち

主
と
仲
間
た
ち
か
ら
襲
わ
れ

た
。
救
援
活
動
で
派
遣
さ
れ

て
い
た
自
衛
隊
に
救
出
さ
れ

て
無
事
だ
っ
た
が
、
常
に
密

接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
た
お
か
げ
だ
っ
た

と
い
う
。

　
菅
波
さ
ん
の
夢
は
、
岡
山
を

　
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
・
東
の
岡

山
」
と
呼
ば
れ
る
都
市
に
す
る

こ
と
だ
。
「
今
、
人
道
援
助
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
ほ
と
ん
ど
は
西
欧
の
ジ

磨
丁
ブ
に
集
中
し
て
い
る
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
な
ど
支
援
を
受
け
る
側
の

視
点
に
立
っ
た
支
援
を
担
い
た

い
。
そ
う
す
れ
ば
世
界
が
岡
山

を
必
要
と
す
る
」

　
　
　
　
◇

　
　
「
医
療
和
平
」
は
集
英
社
刊
、

一
五
〇
〇
円
。


	page1

